
○令和７年度わくわく事業補助金交付団体○

・あそびまNAVI（旭）

・平山花クラブ（平山自治区・豊南）

・中根見る知るネット（中根町・若林）

・ふじおかプレミアム実行委員会（藤岡）

・いきいき筋トレ教室（今町・豊南）

・葵月見祭実行員会（松平）

〇令和７年度豊田市民活動促進補助金団体交付〇

・西山区太鼓連

・ALLY

・特定非営利活動法人　愛猟

・地域人文化学研究所

・ボーイスカウト豊田２５団

・地域に幸せに届ける会

○センター登録団体○　中部産業遺産研究会

　令和8年2月28日（土）とよた市民活動センター交流コーナーにて、団体交流会を開催しま

した。豊田市市民活動促進補助金交付団体６団体、わくわく事業補助金６団体、市民活動セ

ンター登録団体１団体の計13団体が参加し、参加人数は18名となりました。ファシリテータ

ーは市民活動センター登録団体のALLYの磯谷さんを中心に、ALLYメンバー3名がサポート

し、終始あたたかく話しやすい雰囲気で進行されました。

とよた市民活動センター登録団体×わくわく事業補助金団体

市民活動団体交流会を開催しました！

その場で考案の

「つながる」

ポーズで

　全員集合📣

　団体交流会では、3人ほどの小グループに

分かれ、活動内容や団体の強み、困りごと、

欲しい情報などを共有し合いました。どのテ

ーブルも自然と会話が弾み、笑顔があふれる

時間となりました。

　途中で2回の席移動を行い、より多くの団

体と交流できるよう工夫しましたが、「まだ

話し足りない！」と移動できないほど盛り上

がるグループもあるほど。その場で新しいつ

ながりが生まれ、活動の話から次の連携のア

イデアが広がるなど、活気ある交流が随所で

見られました。

☆参加団体一覧☆



　また、あるグループでは「指導者不足で困っている」という声に対し、「うちは指導者が多

いので協力できるかも」と別の団体が応え、さらにもう一つの団体も加わって、3団体で連携

できそうだという話に発展する場面もありました。その場で具体的な協力の可能性が見えるな

ど、交流が実際の課題解決につながる瞬間が生まれていました。

　そして最後の写真撮影では、「せっかくだからつながりを表現しよう！」という流れにな

り、参加者同士が自然と手をつないでの記念撮影に。会場が一体となって笑顔があふれ、今回

の交流会が“つながりの場”としてしっかり機能したことを象徴するような、あたたかい締め

くくりとなりました。

　市民活動促進補助金団体にとってもわくわく事業補助金団体双方にとって、普段なかなか知

り合う機会がないからこそ、参加者同士のつながりや気づきが多く生まれ、非常に実りある時

間となりました。今後も、団体同士が気軽につながり、活動のヒントや仲間を見つけられる場

を継続して提供していきたいと考えています。

　交流会の最後には、「このグループで生まれたつながりや、今後一緒にできそうなことを発

表してください」とお願いしたところ、多くの参加者が積極的に手を挙げてくれました。どの

グループからも、交流を通じて得た気づきや新しい関係性が語られ、会場全体が前向きな空気

に包まれました。

　発表では、「この会であらためて自分たちの団体が大切にしていることに気づけた」という

声や、「団体を一緒に運営してくれるメンバーがなかなか集まらない」という悩みに対して、

他の団体から「日頃から“仲間募集中”とこまめにPRしているよ」といった実践的なアドバ

イスが飛び交うなど、団体同士が自然に知恵を共有し合う姿が印象的でした。

団体交流・発表の様子

発表の様子
みんなで記念写真
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